
ケア・インターナショナル ジャパンは、
世界 100 か国以上で人道支援活動を
行う国際 NGO ケア・インターナショナル
の一員です。災害時の緊急・復興支援や

「女性や女子」の自立支援を通して、貧困の
ない社会を目指しています。
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チャリティマラソンへのご協力をありがとうございました
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※このニュースレターのデザイン・レイアウトは、CARE の
　デザインボランティアの会田ひとみ様のご協力により、制作されています。

　2012年、わずか100名程でスタートした歩く国際協力
「Walk in Her Shoes」は、参加者の皆さまの口コミや
ご紹介を通じて少しずつ支援の輪を拡げ、全国各地、また
一部海外からも3,000人規模の皆さまが参加するキャン
ペーンへと成長しました。そして本年、15周年の節目を迎
えることができました。これまで支えてくださった皆さまに、
心より感謝申し上げます。

　2026年3月1日に開催された東京マラソン2026チャリ
ティには、当財団のチャリティランナーとして100名以上が
参加しました。気温が高く厳しいコンディションにもかかわ
らず、多くのチャリティランナーが完走を果たしました。当日
は当財団が用意した個別ラウンジにて、マッサージなどを
うけて心身を癒していただき、チャリティランナー同士が
健闘を称え合い、チャリティへの想いを共有するあたたか
な交流が生まれました。そして、37名のボランティアの皆
さまのご協力のもと、チャリティランナーとスタッフが気持ち
を一つにする一体感のあるイベントとなりました。今後は
10月18日の東京レガシーハーフマラソン2026チャリティ、
2027年3月7日の東京マラソン2027チャリティにも私たち
は、寄付先団体として参加します。今後も「走る国際協力」を
通じて支援の輪を拡げてまいります。

（マーケティング部 七島）

ご遺志は、女性や女子の「未来」を支える礎となって
生き続けます

　　　　　　　　　これまで外資系企業や援助団体での勤務、
　　　　　　　　海外での生活、大学での勤務など、さまざまな
　　　　　　　　経験を重ねてまいりました。そのような中でご
縁があり、再びCAREの一員として働けることを大変うれしく思っ
ています。主に事業部でミャンマー避難民児童への教育支援事業、
マーケティング部では個人寄付の業務に携わってまいります。これ
までの経験を少しでもCAREの事業に活かし、活動の一翼を担う
ことができるよう、日々努めてまいります。

　アメリカからフランスの港に最初
の「CAREパッケージ」が着いてから
本年5月11日で80年となりました。
日本にも届いたこの小包への恩返し
にと始まったケア・インターナショナル
ジャパンの活動は、来年で40年の
節目を迎えます。この夏、財団創立
に携わった諸先輩方にその当時の
想いなどを聴き取りたいと思って
います。どんなお話が聞けるのか今
からわくわくしています。     （甲斐）

歩く国際協力「Walk in Her Shoes」
15 年の軌跡と活動地に生まれた変化

歩くことから始まる国際協力

▲ ケア・インターナショナル ジャパンは、東京マラソン財団
　チャリティ RUN with HEART の寄付先団体です。

（マーケティング部 青井 渉）

　当財団は、遺贈や相続財産のご寄付、また香典や供花・供物代のお返しとしての
ご寄付を広く募っています。ご寄付は、寄付金控除等の対象となるほか、相続財産
のご寄付についても一定の要件で非課税となります。また、この度、当財団は、内閣
府より公益のために私財を寄付された方に授与される「紺綬褒章」の公益団体認定
を受けました。受章申請をご希望の場合は、詳細につきご案内します。
　また、承継寄付診断士の資格を有する士業や、遺贈や相続を専門に取り扱う法人
のご紹介も可能ですので、ご寄付のご意向や詳細が決まっていない場合でも、お気軽
に当財団にご相談ください。現金ほか、不動産を含めたご相談も承ります。ご相談や
パンフレット請求は、legacy@careintjp.orgまで。 ▲ 全国の公証役場や金融機関等で設置

　される「えんギフト」。当財団も紹介
　されていますので、ぜひご覧ください。

窪田知佳子（プロジェクト・コーディネーター）

　本キャンペーンは、歩くことが社会貢献につながる
「チャリティウォーク」です。途上国の女性や女子が、水汲み
や薪運びのために毎日歩く8,000歩、およそ6キロの距離
を実際に歩き体感しながら、途上国の人々が直面する現実
と課題を考えようというものです。キャンペーン参加費や
寄付金のほか、参加者の歩数に応じて協賛企業から寄付
が寄せられ、これまで当財団が国内外で実施する活動に
大切に活用されてきました。

東ティモールで生まれた変化
　代表的な活動地のひとつが、東ティモールです。当財団
は2016年から、貧困率の高いエルメラ県アッサベ郡の
遠隔集落で、水へのアクセス改善をはじめとする包括的な
支援を続けています。この地域では、住民の大多数が零細
農家ですが、農業そして生活に要する水へのアクセスが
限られ、女性たちは毎日長い距離を歩いて水を汲まなけ
ればなりませんでした。また、干ばつや豪雨の影響で、安定

した収穫を得ることが難しい状況にありました。
　当財団は、貯水タンクや水路、点滴灌漑設備の整備に
加え、農業技術研修や市場販売支援、女性リーダー育成
などを段階的に実施してきました。その結果、女性たちは
水汲み労働から少しずつ解放され、乾期でも農業を続け
られるようになり、収穫量や収入の向上へとつながってい
ます。さらに、女性たちが地域活動や研修に積極的に参加
するようになり、地域で信頼されるリーダーとして活躍す
る姿も生まれています。

これからも、「一歩の力」を信じて
　15年間積み重ねられてきた皆さまの一歩一歩は、遠く
離れた地域で、人々の暮らしや未来を少しずつ変えてきま
した。私たちはこれからも、「一歩の力」を信じ、支援を必要
とする人々に寄り添いながら活動を続けます。今後とも、
あたたかいご支援をよろしくお願いいたします。

（マーケティング部 高木）
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遠隔集落における生業と食の改善事業
　本年4月初旬からおよそ1か月をかけて、山岳部のアッサベ郡における対象集落で、給水設備の保守、野菜栽培技術、小規模
ビジネスにかかる研修を集中的に行いました。どの研修においても参加者が意欲的に取り組む姿勢が見られ、地域の人々の生業
を改善していくための大切な一歩となりました。その一方で、農民グループの活動においては、男女メンバー間の作業の役割分担
や女性メンバーのリーダーシップの発揮等、人々の行動変容の面での課題が残っています。女性がより積極的に活動できる
環境作りを強化していきます。

東ティモール

農業設備を大切にすることは、
未来を守ること

研修では給水設備の修理を実践。昨年
から徴収を始めた水道料金によって集
められた資金は、実際に壊れた設備の
修理やバルブの交換にも使われていま
す。研修を通して、「自分たちで直せる」
という自信と、設備を大切に使い続ける
意識が高まりました。

伝統的な農業から
有機農法を取り入れた農業へ

雨期にだけ穀物を植える農業から脱却
すべく、研修では有機的な手法を用いた
農地や堆肥作り、それらの適用・計算、
品質・収量のモニタリングと管理を実践。
高い収穫は、十分な知識と計画、そして
丁寧な管理から生まれることを学び
ました。

小さく始めて、力強く育て、
学び続ける

この地域では、生活に根ざした小さな
商いは日々営まれているものの、収入
や利益が伸びず、人々は栄養のある
食事の摂取に課題を抱えています。
研修では、すぐに実践できるマーケティ
ング手法、金融に関する知識、予算計画
を学びました。

私たちが事業を担っています
プロジェクト・マネージャーとして事業を統括する伊藤駐在員のチームを紹介します！

ニソ・ペレイラ
副プロジェクト・マネージャー

様々な活動を通じ、女性たちの収入源
を多様化し、家計に貢献できるよう
支援しています。

ペドロ・シマオ・バレット
シニア・プロジェクト・オフィサー
農業インフラ/野菜栽培担当

事業が終わっても、村の人々が自分
たちで農業を続けられるよう取り組ん
でいきます。

アルナルド・ぺドルコ
シニア・プロジェクト・オフィサー
ジェンダー/VSLA担当

地域の人々が村落貯蓄貸付組合
（VSLA）を通じ、日々の生活に変化を
もたらし、自分たち自身で活動を継続
できるよう支えていきます。

ミャンマー避難民児童への教育支援事業
　本年2月にタイで新たに開始した本事業では、翌月には教員体制を構築。児童の受け入れを開始するにあたり、当面の教育
方針について教員間の認識を確認しました。低学年の児童には日常的なコミュニケーションを重視し、基本的なニーズについて
自信を持ってタイ語で表現できるよう支援し、高学年の生徒には読み書き能力の習得や文法の学習に重点をおいて支援を
行っていきます。その一方で、昨今の中東情勢が児童たちの教育環境に暗い影を落としつつあります。現地では私たちができる
ことを着実に実践していきます。

タイ

117人の児童を新規受け入れ
タイの学校への進学を目指す

早朝から開始した受付には多くの親子
が来場。11歳の息子を3学年に入学さ
せた母親の一人は、経済的な理由から、
現在はミャンマーに戻ることは考えて
おらず、息子が移民児童学習センター
でタイ語を学び、その後、タイの学校へ
進学してほしいと願っています。

タイ語の基礎力強化に向けて
教員たちが一致団結

比較的若い層で構成されている移民
児童学習センターの教師陣。言語能力
の育成を優先すべく、ミャンマーの児童
らが周囲の環境にスムーズに適応でき
るよう取り組むとともに、教育を通じて、
児童らの自信を育むべく、日々奮闘して
います。

中東情勢が子どもたちの
教育にも影響を及ぼす

首都バンコクに隣接する活動地の
サムットサコーンは、水産業がさかんな
地域です。燃料価格の急騰により水産物
の供給が大幅に減少し、労働者の生計
を脅かしています。不安定な経済が児童
たちの生活や教育へのアクセスにも影響
を及ぼしています。

私たちが事業を担っています
プロジェクト・マネージャーとして事業を統括する会田駐在員のチームを紹介します！

スピッチャ・ケープラシルト

移民児童学習センター長

センターは、単なる学習の場
以上の存在となることを目指
しています。子どもたちにとって
の安全な避難所であり、質の
高い教育を受けられ、守られ
ていると感じられ、タイ社会や
その先で生き抜くために必要
な自信とスキルを育む場所
です。

ナワパット・ホムケイト

プログラム・アシスタント

センターのミッションは「避難
によって、子どもたちの未来を
失わせない」こと。私たちの
活動は、厳しい状況におかれた
子どもたちが「ふつうの生活」
や「自分らしさ」を取り戻せる
よう支えることでもあります。
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